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炎
と
祈
り
に
導
か
れ
、

        

35
年
ぶ
り
の
武
道
館
へ

創刊　昭和29年1月25日 （863号）令和8年4月号

　

節
分
の
豆
ま
き
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
と
て
も
幸
福
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
私
が
育
っ
た
千
葉
県
の
成

田
山
新
勝
寺
と
の
深
い
御
縁
を
も
感
じ

る
、
特
別
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
く

ほ
ど
多
く
の
お
客
様
が
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
共
に
登
壇
し
た
愛
知
県

出
身
の
遼
河
は
る
ひ
さ
ん
の
圧
倒
的
な

人
気
を
間
近
で
感
じ
つ
つ
、
彼
女
の
気
さ

く
な
人
柄
の
お
か
げ
で
、
終
始
和
や
か
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
拝
で
何
よ
り
有
り
難
か
っ

た
の
は
、
護
摩
行
を
三
度
も
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
で
す
。
燃
え
盛
る
炎
を

前
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
と
、
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
の
今
年
の
私
の
運
勢
が
、
火

の
力
に
よ
っ
て
一
段
と
高
ま
っ
た
…
…

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
三
年
前
か
ら
、
私
は
毎
朝
「
般
若

心
経
」
を
唱
え
る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
あ
る
日
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
き
た
「
般
若
心

経
を
唱
え
る
と
い
い
こ
と
が
あ
る
ぞ
」
と

い
う
不
思
議
な
声
で
し
た
。
今
思
え
ば
、

あ
れ
は
不
動
明
王
様
か
ら
の
慈
悲
深
い

お
導
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
追
い
風
を
受
け
て
、
今
年
は
爆

風
ス
ラ
ン
プ
と
し
て
35
年
ぶ
り
と
な
る

日
本
武
道
館
公
演
に
挑
み
ま
す
。
運
勢
は

ま
さ
に
最
高
潮
。
不
動
明
王
様
の
炎
で
磨

き
上
げ
た
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
見
せ

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
8
月
11
日
。「
山
の
日
」
で

す
が
、私
に
と
っ
て
は「
犬
山（
い
ぬ
や
ま
）

の
日
」
の
よ
う
な
心
持
ち
で
、
こ
の
縁
起

の
良
い
日
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
友
人
と
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
に
ま
す
ま
す
素
晴
ら
し
い
出
来

事
が
訪
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
毎
朝

の
祈
り
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
熱
い
夏
の
武
道
館
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
ラ
ン
ナ
ー
！

（
詳
細
は
二
面
に
掲
載
）

学
童
写
生
大
会

【明王門より】 サイクリングイベント「犬山レレレライド 20 2 6」が開催されました

犬山成田山 検索

犬山成田山
ホームページ

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

四
月
二
十
九
日
〜
五
月
六
日

サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
く
ん

ロ
ッ
ク
歌
手
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特別賞決定!

第71回

学
童
写
生
大
会

　

三
月
十
五
日
、
境
内
に
お
い

て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

「
犬

山
レ
レ
レ
ラ
イ
ド
２
０
２
６
」

が
、
当
山
を
出
発
・
帰
着
地
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
欣
伸
（
は
ら
よ
し
の
ぶ
）

犬
山
市
長
【
写
真
左
下
】
の
力

強
い
挨
拶
と
、「
自
転
車
の
楽
し

さ
と
安
全
の
大
切
さ
を
広
く
伝

え
、
地
域
の
皆
様
の
安
心
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
、
当
山
中
村
総
合
企
画

部
長
か
ら
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

初
心
者
・
ベ
テ
ラ
ン
問
わ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス

へ
と
漕
ぎ
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
胃
袋
を
満
た
す
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
や
目
新
し
い
雑
貨
店

が
所
狭
し
と
軒
を
連
ね
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

◆
と
　
き
　

　
　
五
月
五
日（
祝
）

　
　
午
前
十
時
よ
り

◆
と
こ
ろ

　
　
新
生
大
仏
宝
前

　
　（
本
堂
北
参
道
）

境
内
に
広
が
る
輪
と
美
食

灌か

ん

ぶ

つ

え

仏
会
厳
修

合
唱
団
が
来
山

慶
祝   

釈
尊
ご
生
誕

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り

入
仏
記
念
法
要

新
生

 

大
仏

　
第
42
回
成
田
山
全
国
競
書
大
会
の
中
央
審
査
会
が
大

本
山
成
田
山
新
勝
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
総

数
一
一
二
、四
八
六
点
の
中
か
ら
特
別
賞
の
十
三
点
が

選
出
さ
れ
、中
部
・
北
陸
地
区
か
ら
は
私
立
岐
阜
聖
徳

学
園
大
学
附
属
中
学
校
一
年 

登
田
晟
路
さ
ん
が
文
部
科

学
大
臣
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

成田山全国競書大会第42回

◆
と
　
き
　
　
四
月
二
十
九
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時
※
貞
照
寺
は
三
時
半

◆
と
こ
ろ
　
　
当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

◆
参
加
資
格
　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参
加
料
　
　
無
　
料

◆
参
加
賞
　
　
作
品
提
出
時
に
参
加
賞（
お
菓
子
・
飲
物
）

◆
画
　
材
　
　
指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
絵
の
具
、ク
レ
パ
ス
、画
板
、筆
な
ど
は
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
発
表
　
当
山
Ｈ
Ｐ「
犬
山
成
田
山
」に
て
五
月
下
旬
に
発
表
。

　
　
　
　
　
　
ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を
送
付
し
ま
す
。

◆
表
彰
式
　
　
六
月
二
十
日
（
土
）午
前
十
時
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

　
「
犬
山
交
流
の
旅
」
と
し
て
来

日
し
て
い
る
ザ
バ
ー
リ
ア
ン
高
校

総
勢
八
十
二
名
が
、
文
化
交
流
の

一
環
と
し
て
四
月
二
日
に
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
当
校
は
ジ
ャ
ズ

の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
有
名
で
、
八

日
に
は
扶
桑
文
化
会
館
に
て
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

　

仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
（
お
釈

迦
さ
ま
）
の
ご
生
誕
を
祝
し
、
そ

の
ご
遺
徳
に
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
「
灌
仏
会
」（
花
ま
つ
り
）
が

四
月
八
日
〜
十
日
、
聖
蘭
堂
に
て

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

釈
尊
ご
生
誕
の
際
に
、
天
上
の

神
々
が
花
を
咲
き
ほ
こ
ら
せ
甘
露

の
雨
を
降
り
注
い
で
お
祝
い
し
た

と
の
仏
伝
に
倣
い
、
美
し
い
花
々

で
飾
ら
れ
た
花
御
堂
に
誕
生
仏
が

お
祀
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
拝
者
は
誕
生
仏
に
甘
茶
を
灌

ぎ
、
手
を
合
わ
せ
、
釈
尊
の
ご
生

誕
を
お
祝
い
さ
れ
、
参
拝
後
に
は

堂
庭
に
用
意
さ
れ
た
甘
茶
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

◆
文
部
科
学
大
臣
賞

登
田 

晟
路
さ
ん

私
立
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
附
属
中
学
校
一
年 
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索
の
会
事
務
局
は
、
三
月

二
十
二
日
、
十
九
支
部
の
支
部
員

三
十
三
名
を
成
田
山
信
徒
会
館
三

階
に
召
集
し
、
第
五
十
六
回
成
田

山
索
の
会
支
部
合
同
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。【
写
真
左
】

　

始
め
に
、
会
員
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
い
た
小
豆
畑
主
監
よ
り
、

ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
令
和
七
年
度

の
現
況
と
事
業
報
告
、
来
年
度
の

事
業
計
画
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事

業
に
お
け
る
勧
縁
簿
の
説
明
、
勧

縁
簿
と
正
面
参
道
・
山
門
東
西
の

ぼ
り
の
志
納
の
お
願
い
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

役
員
会
閉
会
後
、
参
加
者
一
同

は
午
前
十
一
時
か
ら
の
大
護
摩
供

に
参
拝
し
、
各
支
部
一
層
の
発
展

と
会
員
皆
様
の
健
勝
を
祈
願
い
た

し
ま
し
た
。【
写
真
右
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

丹
羽
郡　
　

斉　

木　
　

隆

犬
山
市　
　

東　

郷　
　

弘　

子

丹
羽
郡　
　

社　

本　
　

博　

司

丹
羽
郡　
　

澤　

木　
　

克　

臣

　

〃　
　
　

安　

藤　
　

紀　

子

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

犬
山
市　
　

河　

村　
　

輝　

明

一
宮
市　
　

𠮷　

野　
　

純　

子

名
古
屋
市　

宮　

地　
　

宏　

親

　

〃　
　
　

宮　

地　
　

有　

美

一
宮
市　
　

ア
サ
ヒ
印
刷
工
業
㈱

海
部
郡　
　

登
港
運
輸
㈱

丹
羽
郡　
　

市　

橋　
　

英　

男

　

〃　
　
　

津　

田　
　

ふ
み
よ

　

〃　
　
　

社　

本　
　

眞　

一

一
宮
市　
　

廣　

瀬　
　

久　

士

名
古
屋
市　

長　

瀬　
　

知　

哉

小
牧
市　
　

近　

沢　
　

春　

光

稲
沢
市　
　

恒　

川　
　

幸　

久

丹
羽
郡　
　

大　

塚　
　

絹　

代

丹
羽
郡　
　

近　

藤　
　

明　

美

　

〃　
　
　

山　

口　
　

鋭　

子
　

四
月
八
〜
十
日
の
三
日
間
、
仏

教
を
お
開
き
に
な
ら
れ
た
釈
尊
の

ご
生
誕
を
お
祝
い
す
る
灌
仏
会

（
花
ま
つ
り
）が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
拝
者
は
花
御
堂
の
誕
生
仏
に

甘
茶
を
灌
い
で
お
参
り
さ
れ
、釈

尊
の
ご
生
誕
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
左
】

　

ま
た
三
月
下
旬
に
は
桜
の
花
も

見
ご
ろ
を
迎
え
、
お
寺
の
境
内
に

見
事
な
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

【
写
真
下
】
春
の
や
わ
ら
か
な
陽

ざ
し
に
包
ま
れ
、
淡
い
花
び
ら
が

風
に
揺
れ
、
ひ
ら
ひ
ら
と
静
か
に

舞
い
落
ち
る
様
は
、
し
ば
し
ば
の

間
、
時
の
流
れ
を
忘
れ
さ
せ
幽
玄

の
世
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
便
り
が
お
手
元
に
届
く
頃
に

は
藤
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

参
拝
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

貞
照
寺
だ
よ
り

慶
祝
　
釈
尊
ご
生
誕

成
田
山
索な

わ

の
会

入
会
の
ご
案
内

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

索
の
会  

特
別
企
画
予
告

 

・
大
相
撲
時
津
風
部
屋
稽
古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
会
食
（
七
月
上
旬
）

 

・
犬
山
成
田
山
参
拝
＆
大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦（
七
月
中
旬
）

 

・
成
田
山
川
越
別
院
本
行
院
参
拝
旅
行
（
九
月
中
旬
）

 

※
詳
細
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

支
部
合
同
役
員
会

　

会
員
皆
様
に
は
ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
、多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日　

付　
　

令
和
八
年
五
月
二
十
四
日
（
日
）

◆
時　

間　
　

午
前
十
時

◆
場　

所　
　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

◆
お
問
合
せ　

〇
五
六
八(
六
一)
二
五
八
三｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

﹇
成
田
山
索な

わ

の
会
﹈
総
会
の
ご
案
内

灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
厳
修

　
成
田
山
ご
信
徒
に
よ
り｢

成
田
山

索
の
会｣

と
い
う
外
護
団
体
が
結
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
同
士
が
語
り
合
い
、
親
し
む

機
会
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ

　
　
〇
五
六
八(

六
一)

二
五
八
三

　
　
　｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

索
の
会

新
入
会
員
芳
名
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

丹　

羽　
　

文　

香

東
京
都　
　

浦　

矢　
　

明　

美

　

〃　
　
　

浦　

矢　
　

真　

央

　

〃　
　
　

浦　

矢　
　

健　

太

　

〃　
　
　

浦　

矢　
　

英　

雄

　

〃　
　
　

御　

嶽　
　

理　

左

名
古
屋
市　

深　

川　
　

和　

子

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

名
古
屋
市　

松
下
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

継
見

春
日
井
市　

鬼　

頭　
　

泰　

之

瑞
浪
市　

㈱
H
A
N
A
M
A
R
U

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

和
彦

名
古
屋
市　

㈱
西
脇
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　

西
脇　

誠
子

　

〃　
　
　

㈱
西
脇
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

英
里

　

〃　
　
　

太　

田　
　

明　

里

半
田
市　
　

榊　

原　
　

聖　

人

名
古
屋
市　

刑　

部　
　

直　

彦

豊
田
市　
　

酒　

井　
　

英
二
郎

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
し

て
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩

祈
祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
、
お

願
い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料

三
百
円
以
上
、
五
百
円
以
上

（大）

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

中
二
　
　
奥
田
　
玲

小
六
　
　
嶋
﨑
　
葵

小
四
　
　
金
丸
　
朱
璃

【
評
】
鍛
錬
さ
れ
た
運
筆
で

ま
と
ま
り
も
良
く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
落
着
き
が
あ
り
、自
然
体
で

書
け
て
大
変
よ
ろ
し
い
で
す
。

【
評
】
元
気
あ
ふ
れ
る
力
強
い

作
で
す
。

紙

上

書

道

展

編
集
室
よ
り

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

三
月
の
登
山
講
社

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

　

こ
れ
ま
で
当
山
の
新
聞
で
は
、

該
当
の
月
に
ご
志
納
・
修
行
い

た
だ
い
た
皆
様
の
芳
名
を
、
ま

と
め
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
編
集
の
都
合
上
、
月
の
後

半
に
ご
志
納
・
修
行
い
た
だ
い

た
皆
様
の
芳
名
は
一
月
遅
れ
の

掲
載
と
な
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

春
風
が
や
わ
ら
か
く
境
内
を
渡

り
、
新
年
度
の
息
吹
を
感
じ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
開
催
い
た
し
ま
し
た
自
転

車
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
境
内

に
笑
顔
と
活
気
が
満
ち
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
走
る
こ
と
を
通
じ

て
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
ま
た

安
全
へ
の
意
識
を
共
に
高
め
ら
れ

た
こ
と
は
、何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　

日
常
の
中
に
あ
る
小
さ
な
出
会

い
や
気
づ
き
を
大
切
に
、
今
月
も

穏
や
か
な
歩
み
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
記

三
月

三
月

三
月

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）


